
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 T3011 

令和５年度 工業科（MSE 系列） 

 

教科 工業 科目 実習 単位数 4 単位 年次 2 年次 

使用教科書 なし 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

実際の作業を通して工業の各分野に関する技術を総合的に習得させる。 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

工業の各専門分野に関する基礎的な技術を実際の作業を通して総合的に習得させ、技術革新に主体的に

対応できる能力と態度を育てる。 

 

 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

工業の機械分野に関する基礎

的な知識と技術を身につけ、工

業の発展と環境・資源などとの

調和のとれた在り方および現代

社会における工業の意義や役

割を理解している。 

工業の機械分野に関する基礎

的な技術を身につけ、安全や

環境にも配慮し、ものづくりを合

理的に計画し、実際の仕事を

適切に処理する技能を身につ

けている。 

機械技術に関する諸問題の適切

な解決をめざして、広い視野から

みずから考え、基礎的な知識と

技術を活用して適切に判断し、

その結果を的確に表現する能力

を身につけている。 

機械技術に興味・関心を持ち、そ

の改善向上をめざして意欲的に

取り組むとともに、社会の発展を

はかる創造的、実践的な態度を

身につけている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

ﾛ
ｰ

テ
シ

ョ
ン 

 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

パ
ー
ト
１ 

 

Ｃ
Ａ
Ｄ 

ＣＡＤ製図概要 

１ CAD システム 

 １ CAD システムの役割 

 ２ CAD システムの構成 

２ 二次元 CAD 

 １ 二次元 CAD の基本構成 

 ２ 二次元 CAD の利用 

 

・ 実技練習課題 

  基礎練習課題（５２問） 

  課題（２０問） 

  総合課題（１９問） 

a: CAD が操作できているか。 

CAD の意義や役割を理解し 

ているか。 

 

b: 知識と技術を活用して適切に

判断し、その結果を的確に表

現する能力を身につけている

か。 

 

c: ＣＡＤ製図に興味・関心を持

ち創造的、実践的な態度を身

につけているか。 

作品 

授業態度 

作品 

授業態度 

作品 

授業態度 

パ
ー
ト
２ 

 

ア
ー
ク
溶
接 

アーク溶接の概要 

アーク溶接の手順と実際 

・溶接棒の角度 

・溶接棒と母材との距離 

・溶接棒の移動 

・電流の調整 

アーク溶接実技実習 

  ・鉄板の溶接 

a: 作品を完成できるか。 

 アーク溶接の意義や役割を 

理解しているか。 

b: 知識と技術を活用して適切に

判断し、その結果を的確に表

現する能力を身につけている

か。 

c: アーク溶接に興味・関心を

持ち創造的、実践的な態度を

身につけているか 

作品 

授業態度 

作品 

授業態度 

作品 

授業態度 

パ
ー
ト
３ 

 

旋
盤 

・旋盤の基本操作 

旋盤各部操作  

・3つの重要な要素 

回転速度、切り込み量、送

り 

・旋盤加工の基本 

右片刃バイトを使用。  

・穴あけ加工・内径加工 

ドリル･中ぐりバイト使用 

・溝加工 

突切りバイトの使用 

フィン・溝加工 

・旋盤によるねじ切り加工 

旋盤のねじ切り 

a: 作品が作成できるか。 

旋盤の意義や役割を理解し 

ているか。 

b:旋盤における危険行為の判

断ができるか、精度のいい作

品をどのように思考するか。 

c: 旋盤に興味・関心を持ち創造

的、実践的な態度を身につけ

ているか。 

 

作品 

授業態度 

作品 

授業態度 

作品 

授業態度 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


